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　川崎支部は4月17日に「『欧州の医学の歴史』

を訪ねる旅」をテーマに、WEB限定で川崎支部

研究会を開催。当日は協同ふじさきクリニッ

ク所長の桑島政臣氏が講師を務め、46名が参

加した。

　氏は欧州の医学・解剖学・感染症等の歴史

について時系列で紹介しつつ、自身が実際に

訪れた史跡について写真を豊富に用いながら

解説。投影されたスライド178枚のうち、その

大半が講師の桑島氏が実際に撮影した写真だ。

最後に、旅行に行く際は「事前に下調べをす

る」、「写真をたくさん撮る」、「特に文字情報は

写真で撮っておく（帰国後に生成AIを使って

ゆっくり読む）」等をするとより充実した旅に

なるとした。また、欧州のお墓は日本の墓地と

異なり公園のような雰囲気の所が多く、ぜひ

訪れてみてほしいとした。＊協会H
ホームページ

Pで配信中。

川崎支部研究会川崎支部研究会

豊富な写真で豊富な写真で
 欧州の医学史を語る 欧州の医学史を語る

活動報告活動報告quick reports

講師の桑島氏

ヒポクラテス像

ボローニャ大学の
解剖学教室にて

ライデンのブールハーフェ博物館 
解剖劇場の模型

『木挽町のあだ討ち』

著者：永井　紗耶子

新潮社、2025年9月、

1,870円（税込）（単行本）

781円（税込）（文庫本）
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時
代
小
説
フ
ァ
ン
で
は
な
い

が
、
仕
事
の
合
間
に
読
む
本
と

な
れ
ば
無
意
識
に
時
代
小
説
を

手
に
し
て
い
る
。

　

ス
キ
マ
時
間
中
に
も
没
頭
で

き
る
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
や

古
き
良
き
日
本
を
発
掘
す
る
取

材
力
な
ど
作
者
へ
の
リ
ス
ペ
ク

ト
は
勿
論
、
旨
い
お
茶
を
一
服

し
た
よ
う
な
読
後
感
、
満
足
感

が
た
ま
ら
な
い
。

　

『
木
挽
町
の
あ
だ
討
ち
』
は

永
井
沙
耶
子
に
よ
る
珠
玉
の
時

代
小
説
で
あ
る
。
２
０
２
３
年

に
山
本
周
五
郎
賞
・
直
木
賞
の

両
文
学
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
単
行
本
を
拝
読
し
た
。

　

小
説
冒
頭
は
一
葉
の
巷
談
か

ら
始
ま
る
。
江
戸
時
代
木
挽
町

の
芝
居
小
屋
裏
手
の
空
き
地

で
、
野
次
馬
が
た
か
り
雪
が
降

る
中
、
紅
顔
の
若
衆
・
菊
の
助

が
父
親
を
殺
め
た
博
徒
を
斬

り
、
血
ま
み
れ
の
首
級
を
上
げ

て
見
事
に
仇
討
を
果
た
し
た
嘶

だ
。

　

続
く
各
章
（
幕
）
で
は
、
二

年
の
後
、
こ
の
あ
だ
討
ち
に
関

わ
っ
た
目
撃
者
の
独
り
語
り
で

物
語
が
進
行
す
る
。
元
幇ほ

う
か
ん間

、

立
師
、
衣
装
部
屋
の
元
女
形
、

小
道
具
作
者
の
女
房
、
劇
作
者

ら
が
訊
き
手
に
証
言
し
な
が
ら

悪
所
に
至
る
事
情
を
語
り
、
最

終
幕
で
は
菊
の
助
本
人
が
訊
き

手
に
あ
だ
討
ち
の
真
実
と
驚
き

の
ト
リ
ッ
ク
を
明
か
す
。
つ
い

ぞ
顔
を
出
さ
な
い
訊
き
手
を
介

し
て
、
読
者
は
馥
郁
た
る
読
後

感
に
包
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　

本
作
は
２
０
２
６
年
に
映
画

化
さ
れ
大
ヒ
ッ
ト
す
る
。
原
作

を
大
胆
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
映
像

は
訊
き
手
で
あ
る
総
一
郎
が
主

役
だ
。
異
な
る
メ
デ
ィ
ア
だ
が

ど
ち
ら
も
面
白
く
、
原
作
も
映

画
も
存
分
に
表
現
の
利
点
を
活

か
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
原
作
で
読
み
と
れ
る

江
戸
市
井
の
粋
な
庶
民
の
人
情

や
侍
の
矜
持
、
古
い
武
士
社
会

の
理
不
尽
な
ど
は
想
像
力
の
翼

も
手
伝
っ
て
大
き
く
羽
ば
た

く
。
ミ
ス
テ
リ
ー
仕
立
て
の
筆

も
ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー
を
一
層

輝
か
せ
て
い
る
。

　

あ
だ
討
ち
の
後
、
狡
猾
な
輩

が
罰
を
受
け
、
若
い
御
前
様
が

国
を
良
く
す
る
様
子
は
読
了
後

の
想
像
で
無
限
大
だ
。
映
像
に

優
る
大
大
大
団
円
で
あ
る
。

　

捕
り
物
帳
や
十
手
使
い
の
親

分
が
登
場
し
な
い
ミ
ス
テ
リ
ー

時
代
小
説
だ
か
ら
こ
そ
の
一

服
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で

あ
ろ
う
。

　

単
行
本
を
閉
じ
た
時
に
見
た

表
紙
は
白
雪
地
に
一
輪
の
赤
椿

が
落
ち
て
い
た
。
首
級
を
花
で

表
現
し
て
い
る
な
と
満
足
し
た

が
、
映
画
化
後
書
店
に
大
量
に

並
ぶ
文
庫
本
『
木
挽
町
の
あ
だ

討
ち
』
は
表
紙
に
映
画
の
カ
ッ

ト
が
使
わ
れ
て
い
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
の
多
様
性
が
出
版

不
況
を
救
う
一
助
と
な
れ
ば
幸

い
。
そ
れ
で
も
機
会
が
あ
れ
ば

是
非
単
行
本
で
御
堪
能
い
た
だ

き
た
い
一
冊
で
あ
る
。

相
模
原
市
中
央
区
　
小
沼　

博

　

今
回
は
山
中
城
で
す
。
三
島
駅
南
口

を
出
て
、
１０
時
過
ぎ
の
箱
根
行
き
バ
ス

に
乗
車
し
ま
す
。

　

山
中
城
は
、
小
田
原
合
戦
で
箱
根
の

西
を
守
る
北
条
氏
の
支
城
で
し
た
。
バ

ス
は
、
約
七
万
の
秀
吉
軍
と
同
じ
ル
ー

ト
を
た
ど
り
、
山
中
城
へ
と
登
っ
て
い

き
ま
す
。

　

が
、
せ
っ
か
く
三
島
ま
で
来
ま
し
た

の
で
、
人
気
の
「
三
島
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー

ク
」
で
下
車
し
ま
す
。
人
道
つ
り
橋
ス

カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
は
、
晴
天
な
ら
ば
富
士

山
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
早
雲
旗
揚
げ

の
興
国
寺
城
や
韮
山
城
、
堀
越
御
所
、

頼
朝
の
蛭
ヶ
小
島
な
ど
が
一
望
で
き
る

と
こ
ろ
で
す
。
駿
河
湾
を
肴
に
し
て
飲

む
ビ
ー
ル
は
格
別
で
す
。

　

こ
こ
か
ら
、
旧
東
海
道
の
石
畳
を
４０

分
ほ
ど
歩
き
ま
す
。
途
中
に
は
芭
蕉
の

句
碑
も
あ
り
ま
す
。

　

山
中
城
手
前
に
着
き
ま
し
た
。
城
の

防
御
の
仕
組
み
を
体
感
す
る
た
め
、
あ

え
て
通
常
の
公
園
入
口
ま
で
行
か
ず

に
、
古
い
山
中
城
阯
入
口
石
塔
で
左
に

入
り
ま
す
。
こ
れ
は
秀
吉
軍
・
一
柳
直

末
の
進
軍
ル
ー
ト
で
す
。
逆さ

か

も

ぎ

茂
木
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
坂
を
登
る
と
、
い

き
な
り
見
ど
こ
ろ
の
西
の
丸
障
子
堀
で

す
。直
末
は
こ
こ
で
討
死
し
て
い
ま
す
。

　

障
子
堀
は
堀
底
が
ワ
ッ
フ
ル
の
よ
う

に
な
っ
て
い
て
、
入
っ
た
ら
必
死
の
北

条
独
持
の
築
城
様
式
で
し
た
。
今
は
芝

の
緑
と
つ
つ
じ
に
包
ま
れ
、
富
士
と
と

も
に
美
し
い
景
観
を
作
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
よ
い
東
屋
が
あ
り
ま
す
。
お
弁

当
で
も
広
げ
ま
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
後
、
北
の
丸
、
本
丸
、
二
の
丸

を
経
て
、
武
将
の
墓
の
あ
る
宗
閑
寺
に

行
き
ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間
に
２
時
間

経
ち
ま
す
。
岱だ

い
さ
き
で
ま
る

崎
出
丸
は
今
度
の
機
会

と
し
て
、
バ
ス
停
に
行
き
ま
す
。

　

バ
ス
を
三
嶋
大
社
で
途
中
下
車
、
お

辞
儀
を
す
る
鹿
に
餌
を
や
り
、
そ
こ
か

ら
鎌
倉
古
道
を
西
に
行
っ
て
、
川
の
中

を
歩
け
る
源
兵
衛
川
で
せ
せ
ら
ぎ
を
楽

し
ん
だ
ら
、
富
士
伏
流
水
で
し
め
た
名

物
・
三
島
う
な
ぎ
を
食
べ
て
帰
り
ま
す
。

　

「
相
模
原
支
部
お
城
ハ
イ
キ
ン
グ
」

で
訪
ね
た
お
城
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介

し
て
き
ま
し
た
。
城
跡
は
県
内
だ
け
で

４
０
０
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ぜ
ひ
一
緒

に
歩
き
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

（
終
）

お城の歩き方
新入会員自己紹介 新入会員自己紹介 file.file. 4646

　新入会員の先生を紹介するコーナーです。先生の人となりに迫るいくつかの質　新入会員の先生を紹介するコーナーです。先生の人となりに迫るいくつかの質

問をしてみました（連載不定期）。問をしてみました（連載不定期）。

横浜市中区横浜市中区 ○○医医

神田　茂孝先生神田　茂孝先生

予備校講師のアルバイト

学生時代のめり込んだことは？

自分の良いところは？

サービス精神旺盛のところ

観光業

人生をやり直せるとしたら何がしたい？やはり医療者？

無事に開業3周年を迎えたこと

最近嬉しかったことは？

目指す医師像、歯科医師像は？

かゆいところに手が届く漢方薬が使いこなせる医師

障子堀

「新聞投稿」募集中！
会員からの投稿を募集しています！

文字数は800字程度。

詳細は新聞部まで（ ℡ 045‐313‐2111）。

メールアドレス:kanahoi-shinbun@hoken-i.co.jp

映画紹介 書評 その他随筆


